


































































































































　（ ₁ ）被 害者との関係［〈親〉、〈子〉、〈配偶者（内縁を含む）〉、〈その他の親族〉、
〈交際相手〉、〈元配偶者・元交際相手〉、〈友人・知人〉、〈勤務先関
係〉、〈関係なし〉、〈その他・不明〉］
　（ ₂ ）死亡者数［〈死亡（ ₁ 名）〉、〈死亡（ ₂ 名）〉、〈死亡（ ₃ 名以上）〉］
　（ ₃ ）共 犯関係［〈単独犯〉、〈共犯：主導的立場〉、〈共犯：従属的立場〉、〈共
犯：幇助犯〉］




　（ ₅ ）凶器 等［〈自動車〉、〈薬物・毒物〉、〈刃物類〉、〈ひも・ロープ類〉、〈棒
状の凶器〉、〈銃〉、〈凶器なし〉、〈その他〉］
　（ ₆ ）犯 行場所［〈被告人住居内〉、〈被害者住居内〉、〈その他屋内〉、〈乗り物
30
内〉、〈路上・駐車場〉、〈その他屋外〉］
















































ることにした。動機（ ₄ ）は、犯行の状況から主たる動機を ₁ つだけ選択する
ことにした。凶器等（ ₅ ）は、凶器を複数使用している場合には、犯行の状況
32
































































宣告刑の刑期 ① Ｎ ％月換算
懲役 ₂ 年 （₂₄月） ₁ ₀.₃ 
懲役 ₂ 年 ₆ 月 （₃₀月） ₆ ₁.₉ 
懲役 ₃ 年 （₃₆月） ₆ ₁.₉ 
懲役 ₃ 年 ₆ 月 （₄₂月） ₂ ₀.₆ 
懲役 ₄ 年 （₄₈月） ₇ ₂.₂ 
懲役 ₄ 年 ₆ 月 （₅₄月） ₂ ₀.₆ 
懲役 ₅ 年 （₆₀月） ₈ ₂.₆ 
懲役 ₅ 年 ₆ 月 （₆₆月） ₂ ₀.₆ 
懲役 ₆ 年 （₇₂月） ₁₃ ₄.₂ 
懲役 ₆ 年 ₆ 月 （₇₈月） ₁ ₀.₃ 
懲役 ₇ 年 （₈₄月） ₉ ₂.₉ 
懲役 ₇ 年 ₆ 月 （₉₀月） ₂ ₀.₆ 
懲役 ₈ 年 （₉₆月） ₁₂ ₃.₈ 
懲役 ₉ 年 （₁₀₈月） ₁₆ ₅.₁ 
懲役₁₀年 （₁₂₀月） ₁₂ ₃.₈ 
懲役₁₀年 ₆ 月 （₁₂₆月） ₁ ₀.₃ 
懲役₁₁年 （₁₃₂月） ₆ ₁.₉ 
懲役₁₂年 （₁₄₄月） ₁₈ ₅.₈ 
懲役₁₃年 （₁₅₆月） ₁₉ ₆.₁ 
懲役₁₄年 （₁₆₈月） ₁₉ ₆.₁ 
懲役₁₅年 （₁₈₀月） ₁₉ ₆.₁ 
SA
宣告刑の刑期 ② Ｎ ％月換算
懲役₁₆年 （₁₉₂月） ₁₇ ₅.₄ 
懲役₁₇年 （₂₀₄月） ₂₇ ₈.₇ 
懲役₁₈年 （₂₁₆月） ₂₁ ₆.₇ 
懲役₁₉年 （₂₂₈月） ₁₂ ₃.₈ 
懲役₂₀年 （₂₄₀月） ₁₁ ₃.₅ 
懲役₂₁年 （₂₅₂月） ₃ ₁.₀ 
懲役₂₂年 （₂₆₄月） ₄ ₁.₃ 
懲役₂₃年 （₂₇₆月） ₅ ₁.₆ 
懲役₂₄年 （₂₈₈月） ₃ ₁.₀ 
懲役₂₅年 （₃₀₀月） ₃ ₁.₀ 
懲役₂₆年 （₃₁₂月） ₄ ₁.₃ 
懲役₂₇年 （₃₂₄月） ₃ ₁.₀ 
懲役₂₈年 （₃₃₆月） ₆ ₁.₉ 














　死亡者数（ ₂ ）は、〈死亡（ ₁ 名）〉が全体の ₉ 割超を占め、〈死亡（ ₂ 名）〉






　動機（ ₄ ）は、上位 ₅ 位までを列挙すると、〈憤怒〉（₁₅.₇％）、〈家族関係（そ
の他）〉（₁₅.₄％）、〈怨恨〉（₁₃.₅％）、〈男女関係〉（₁₁.₉％）、〈その他〉（₁₁.₅％）













約 ₄ 分の ₁ であった（₇₄例・₂₃.₇％）。〈パーソナリティ障害〉が₁₅例（₄.₈％）、
〈うつ病〉が₁₄例（₄.₅％）、〈統合失調症〉が₁₂例（₃.₈％）、〈発達障害〉が ₄
例（₁.₃％）であった。
　心神耗弱（ ₈ ）であると認定された事例は、 ₉ 例（₂.₉％）であった。この
₉ 例について、精神症状（ ₇ ）との関係をカウントしたところ、〈統合失調症〉
が ₆ 例、〈うつ病〉が ₂ 例、〈パーソナリティ障害〉が ₁ 例であった。


















殺人既遂に関する犯情 ① Ｎ ％カテゴリー
（ ₁ ）被害者との関係 親 ₃₅ ₁₁.₂ 
子 ₄₃ ₁₃.₈ 
配偶者（内縁を含む） ₄₄ ₁₄.₁ 
その他の親族 ₂₉ ₉.₃ 
交際相手 ₂₅ ₈.₀ 
元配偶者・元交際相手 ₇ ₂.₂ 
友人・知人 ₅₀ ₁₆.₀ 
勤務先関係 ₁₄ ₄.₅ 
関係なし ₁₇ ₅.₄ 
その他・不明 ₄₈ ₁₅.₄ 
（ ₂ ）死亡者数 死亡（ ₁ 名） ₂₉₁ ₉₃.₃ 
死亡（ ₂ 名） ₁₉ ₆.₁ 
死亡（ ₃ 名以上） ₂ ₀.₆ 
（ ₃ ）共犯関係 単独犯 ₂₆₉ ₈₆.₂ 
共犯：主導的立場 ₂₂ ₇.₁ 
共犯：従属的立場 ₂₀ ₆.₄ 
共犯：幇助犯 ₁ ₀.₃ 
（ ₄ ）動機 怨恨 ₄₂ ₁₃.₅ 
嬰児殺 ₉ ₂.₉ 
介護疲れ ₁₀ ₃.₂ 
無理心中 ₃₃ ₁₀.₆ 
家族関係（その他） ₄₈ ₁₅.₄ 
けんか ₁₁ ₃.₅ 
金銭トラブル ₆ ₁.₉ 
男女関係 ₃₇ ₁₁.₉ 
保険金 ₈ ₂.₆ 
憤怒 ₄₉ ₁₅.₇ 
自己保身・発覚のおそれ ₉ ₂.₉ 
無差別殺人 ₂ ₀.₆ 
わいせつ目的 ₂ ₀.₆ 
背景なし・不明 ₁₀ ₃.₂ 
その他 ₃₆ ₁₁.₅ 
SA
殺人既遂に関する犯情 ② Ｎ ％カテゴリー
（ ₅ ）凶器等 自動車 ₅ ₁.₆ 
薬物・毒物 ₂ ₀.₆ 
刃物類 ₁₁₇ ₃₇.₅ 
ひも・ロープ類 ₅₉ ₁₈.₉ 
棒状の凶器 ₂₀ ₆.₄ 
銃 ₉ ₂.₉ 
凶器なし ₄₈ ₁₅.₄ 
その他 ₅₂ ₁₆.₇ 
（ ₆ ）犯行場所 被告人住居内 ₁₄₁ ₄₅.₂ 
被害者住居内 ₅₁ ₁₆.₃ 
その他屋内 ₅₃ ₁₇.₀ 
乗り物内 ₁₄ ₄.₅ 
路上・駐車場 ₃₀ ₉.₆ 
その他屋外 ₂₃ ₇.₄ 
（ ₇ ）精神症状 うつ病 ₁₄ ₄.₅ 
パ ソーナリティ障害 ₁₅ ₄.₈ 
統合失調症 ₁₂ ₃.₈ 
発達障害 ₄ ₁.₃ 
その他の精神症状 ₂₉ ₉.₃ 
なし ₂₃₈ ₇₆.₃ 
SA
殺人既遂に関する犯情 ③ Ｎ ％カテゴリー
（ ₈ ）心神耗弱 あり ₉ ₂.₉ 
なし ₃₀₃ ₉₇.₁ 
（ ₉ ）過剰防衛 あり ₂ ₀.₆ 
なし ₃₁₀ ₉₉.₄ 
（₁₀）被害者の落ち度 あり ₆₉ ₂₂.₁ 
なし ₂₄₃ ₇₇.₉ 
（₁₁）飲酒 あり ₁₅ ₄.₈ 
なし ₂₉₇ ₉₅.₂ 
（₁₂）薬物 あり ₇ ₂.₂ 
なし ₃₀₅ ₉₇.₈ 
（₁₃）計画性 あり ₉₃ ₂₉.₈ 
なし ₂₁₉ ₇₀.₂ 
（₁₄）組織性 あり ₇ ₂.₂ 




















（₁₅）罪証隠滅行為 あり ₃₆ ₁₁.₅ 
なし ₂₇₆ ₈₈.₅ 
（₁₆）死体損壊 あり ₁₁ ₃.₅ 
なし ₃₀₁ ₉₆.₅ 
（₁₇）死体遺棄 あり ₃₆ ₁₁.₅ 
なし ₂₇₆ ₈₈.₅ 
（₁₈）放火 あり ₅ ₁.₆ 
なし ₃₀₇ ₉₈.₄ 
（₁₉）窃盗・詐欺
　　   （未遂も含む）
あり ₁₅ ₄.₈ 
なし ₂₉₇ ₉₅.₂ 
（₂₀）逃亡 あり ₇ ₂.₂ 
なし ₃₀₅ ₉₇.₈ 
（₂₁）その他
　　　犯行後の行為
あり ₁₄ ₄.₅ 








































一般情状 ① Ｎ ％カテゴリー
（₂₂）前科・前歴 あり（同種事案含まず） ₃₅ ₁₁.₂ 
あり（同種事案含む） ₂₃ ₇.₄ 
なし ₁₂₂ ₃₉.₁ 
言及なし ₁₃₂ ₄₂.₃ 
（₂₃）累犯前科 あり ₃₂ ₁₀.₃ 
なし ₁₄₄ ₄₆.₂ 
言及なし ₁₃₆ ₄₃.₆ 
（₂₄）服役歴 あり ₂₅ ₈.₀ 
なし ₁₄₅ ₄₆.₅ 
言及なし ₁₄₂ ₄₅.₅ 
（₂₅）反省 あり ₁₃₄ ₄₂.₉ 
なし ₈₅ ₂₇.₂ 
言及なし ₉₃ ₂₉.₈ 
（₂₆）謝罪 あり ₄₀ ₁₂.₈ 
なし ₄₀ ₁₂.₈ 
言及なし ₂₃₂ ₇₄.₄ 
（₂₇）示談 成立 ₃ ₁.₀ 
未成立 ₂₆ ₈.₃ 
言及なし ₂₈₃ ₉₀.₇ 
（₂₈）損害賠償 意思あり ₈ ₂.₆ 
一部済み ₁₃ ₄.₂ 
全部済み ₂ ₀.₆ 
なし ₁₂ ₃.₈ 
言及なし ₂₇₇ ₈₈.₈ 
（₂₉）被害者感情 宥恕 ₂₆ ₈.₃ 
一部宥恕 ₁₁ ₃.₅ 
処罰 ₁₀₉ ₃₄.₉ 
言及なし ₁₆₆ ₅₃.₂ 
SA
一般情状 ② Ｎ ％カテゴリー
（₃₀）自首 あり ₆₂ ₁₉.₉ 
言及なし ₂₅₀ ₈₀.₁ 
（₃₁）通報 あり ₁₀ ₃.₂ 
言及なし ₃₀₂ ₉₆.₈ 
（₃₂）再犯可能性 高い ₂₂ ₇.₁ 
低い ₅₂ ₁₆.₇ 
言及なし ₂₃₈ ₇₆.₃ 
（₃₃）更生可能性 あり ₁₁ ₃.₅ 
言及なし ₃₀₁ ₉₆.₅ 
（₃₄）社会的影響 あり ₁₁ ₃.₅ 
言及なし ₃₀₁ ₉₆.₅ 
（₃₅）高齢 あり ₁₅ ₄.₈ 
言及なし ₂₉₇ ₉₅.₂ 
（₃₆）若年 あり ₁₄ ₄.₅ 
言及なし ₂₉₈ ₉₅.₅ 
（₃₇）真相解明の協力 あり ₁₁ ₃.₅ 
言及なし ₃₀₁ ₉₆.₅ 
（₃₈）同情の余地 あり ₂₈ ₉.₀ 
言及なし ₂₈₄ ₉₁.₀ 
（₃₉）不遇 あり ₉ ₂.₉ 
言及なし ₃₀₃ ₉₇.₁ 
（₄₀）身元引受け
　　　更生支援体制
あり ₅₅ ₁₇.₆ 
言及なし ₂₅₇ ₈₂.₄ 
（₄₁）その他 あり ₂₀ ₆.₄ 



































　被害者との関係（ ₁ ）については、レンジが₇₆.₈₂₆で全体 ₅ 位であり、偏相
関係数が₀.₃₁₇で全体の ₄ 位であった［相関比₀.₂₁₈, p≦₀.₀₁］。親族間での犯行
については刑期が軽減される傾向があるが、他方で、無関係者や勤務先関係者
などに対する犯行については刑期が加重される傾向が示されている。
　死亡者数（ ₂ ）については、レンジが₁₉₆.₂₇₈で全体の ₂ 位であり、偏相関
係数が₀.₅₂₅で全体の ₁ 位であった［相関比₀.₀₉₂, p≦₀.₀₁］。刑期の判断に最も
影響を与えている量刑因子であるという結果が示された。死亡者数が増えると
刑期が加重される傾向がはっきりと示されている。



































　動機（ ₄ ）については、レンジが₁₃₅.₈₃₈で全体の ₃ 位であり、偏相関係数








　凶器等（ ₅ ）については、レンジが₁₀₉.₃₃₂で全体の ₄ 位であり、偏相関係
数が₀.₃₀₁で全体の ₅ 位であった［相関比₀.₀₉₁, p≦₀.₀₁］。死亡者数（ ₂ ）、共





















　心神耗弱（ ₈ ）については、レンジが₅₆.₆₂₃で全体の ₈ 位であり、偏相関係











相関係数が₀.₂₈₉で全体の ₇ 位であった［相関比₀.₀₅₁, p≦₀.₀₁］。精神症状



































期の判断に限って言えば、死亡者数（ ₂ ）、共犯関係（ ₃ ）、動機（ ₄ ）、凶器
等（ ₅ ）に次いで、刑期の判断に比較的影響を与えているものと解される。







殺人既遂に関する犯情 Ｎ カテゴリースコア レンジ 偏相関係数 相関比カテゴリー










（ ₂ ）死亡者数 死亡（ ₁ 名） ₂₉₁ －₇.₅₈₀ ₁₉₆.₂₇₈ ₂ 位 ₀.₅₂₅ ₁ 位 ₀.₀₉₂［**］
死亡（ ₂ 名） ₁₉ ₉₆.₂₃₆
死亡（ ₃ 名以上） ₂ ₁₈₈.₆₉₈

















































（ ₈ ）心神耗弱 あり ₉ －₅₄.₉₉₀ ₅₆.₆₂₃ ₈ 位 ₀.₁₈₈ ₉ 位 ₀.₀₁₄ ［*］
なし ₃₀₃ ₁.₆₃₃
（ ₉ ）過剰防衛 あり ₂ －₆₅.₃₀₇ ₆₅.₇₂₈ ₆ 位 ₀.₁₁₈ ₂₀位 ₀.₀₁₁［　］
なし ₃₁₀ ₀.₄₂₁
（₁₀）被害者の落ち度 あり ₆₉ －₂₆.₀₉₄ ₃₃.₅₀₃ ₁₃位 ₀.₂₈₉ ₇ 位 ₀.₀₅₁［**］
なし ₂₄₃ ₇.₄₀₉
（₁₁）飲酒 あり ₁₅ －₁₅.₇₃₈ ₁₆.₅₃₃ ₂₉位 ₀.₀₇₅ ₃₀位 ₀.₀₀₀［　］
なし ₂₉₇ ₀.₇₉₅
（₁₂）薬物 あり ₇ ₅₅.₃₇₂ ₅₆.₆₄₃ ₇ 位 ₀.₁₈₃ ₁₂位 ₀.₀₃₂［**］
なし ₃₀₅ －₁.₂₇₁
（₁₃）計画性 あり ₉₃ ₁₃.₉₉₂ ₁₉.₉₃₃ ₂₅位 ₀.₁₇₉ ₁₄位 ₀.₀₂₇［**］
なし ₂₁₉ －₅.₉₄₂














































犯行後の行為 Ｎ カテゴリースコア レンジ 偏相関係数 相関比カテゴリー
（₁₅）罪証隠滅行為 あり ₃₆ ₁₂.₃₆₁ ₁₃.₉₇₃ ₃₃位 ₀.₀₈₈ ₂₆位 ₀.₀₁₄ ［*］
なし ₂₇₆ －₁.₆₁₂
（₁₆）死体損壊 あり ₁₁ ₁₀.₃₀₉ ₁₀.₆₈₆ ₃₆位 ₀.₀₃₈ ₃₇位 ₀.₀₀₁［　］
なし ₃₀₁ －₀.₃₇₇
（₁₇）死体遺棄 あり ₃₆ ₂₇.₃₇₃ ₃₀.₉₄₄ ₁₅位 ₀.₁₈₁ ₁₃位 ₀.₀₀₃［　］
なし ₂₇₆ －₃.₅₇₀




あり ₁₅ ₂₆.₉₄₅ ₂₈.₃₀₆ ₁₇位 ₀.₁₂₈ ₁₆位 ₀.₀₁₁［　］
なし ₂₉₇ －₁.₃₆₁

















































































































































一般情状 Ｎ カテゴリースコア レンジ 偏相関係数 相関比カテゴリー




（₂₃）累犯前科 あり ₃₂ ₂₇.₂₈₅ ₃₂.₂₄₆ ₁₄位 ₀.₁₈₄ ₁₁位 ₀.₀₄₄［**］
なし ₁₄₄ －₄.₉₆₁
言及なし ₁₃₆ －₁.₁₆₇
（₂₄）服役歴 あり ₂₅ ₁.₆₂₃ ₁₅.₁₇₇ ₃₁位 ₀.₀₅₃ ₃₄位 ₀.₀₃₀［**］
なし ₁₄₅ ₇.₃₆₈
言及なし ₁₄₂ －₇.₈₀₉
（₂₅）反省 あり ₁₃₄ －₁₀.₄₄₉ ₁₉.₉₅₀ ₂₄位 ₀.₁₈₅ ₁₀位 ₀.₀₈₆［**］
なし ₈₅ ₉.₅₀₀
言及なし ₉₃ ₆.₃₇₃
（₂₆）謝罪 あり ₄₀ －₈.₄₄₃ ₁₉.₂₂₁ ₂₆位 ₀.₁₂₂ ₁₉位 ₀.₀₀₅［　］
なし ₄₀ －₁₅.₁₅₂
言及なし ₂₃₂ ₄.₀₆₈
（₂₇）示談 成立 ₃ －₁₁.₅₉₈ ₂₉.₉₁₀ ₁₆位 ₀.₀₈₇ ₂₈位 ₀.₀₀₀［　］
未成立 ₂₆ ₁₈.₃₁₂
言及なし ₂₈₃ －₁.₅₅₉









（₃₀）自首 あり ₆₂ ₃.₆₅₉ ₄.₅₆₆ ₃₈位 ₀.₀₃₇ ₃₈位 ₀.₀₂₄［**］
言及なし ₂₅₀ －₀.₉₀₇














（₃₂）再犯可能性 高い ₂₂ ₂.₈₃₅ ₉.₃₂₄ ₃₇位 ₀.₀₅₂ ₃₅位 ₀.₀₃₅［**］
低い ₅₂ －₆.₄₈₉
言及なし ₂₃₈ ₁.₁₅₆
（₃₃）更生可能性 あり ₁₁ －₁.₆₆₅ ₁.₇₂₆ ₄₀位 ₀.₀₀₇ ₄₀位 ₀.₀₀₀［　］
言及なし ₃₀₁ ₀.₀₆₁
（₃₄）社会的影響 あり ₁₁ ₁₁.₁₅₈ ₁₁.₅₆₆ ₃₄位 ₀.₀₄₅ ₃₆位 ₀.₀₁₂［　］
言及なし ₃₀₁ －₀.₄₀₈
（₃₅）高齢 あり ₁₅ ₀.₁₆₁ ₀.₁₆₉ ₄₁位 ₀.₀₀₁ ₄₁位 ₀.₀₂₅［**］
言及なし ₂₉₇ －₀.₀₀₈
（₃₆）若年 あり ₁₄ －₁₉.₇₆₇ ₂₀.₆₉₆ ₂₂位 ₀.₀₉₁ ₂₅位 ₀.₀₀₀［　］
言及なし ₂₉₈ ₀.₉₂₉
（₃₇）真相解明の協力 あり ₁₁ －₂₂.₃₆₆ ₂₃.₁₈₃ ₂₁位 ₀.₀₉₃ ₂₄位 ₀.₀₀₀［　］
言及なし ₃₀₁ ₀.₈₁₇
（₃₈）同情の余地 あり ₂₈ －₁₈.₇₁₁ ₂₀.₅₅₅ ₂₃位 ₀.₁₂₄ ₁₈位 ₀.₀₅₈［**］
言及なし ₂₈₄ ₁.₈₄₅




あり ₅₅ －₉.₃₅₂ ₁₁.₃₅₃ ₃₅位 ₀.₀₉₆ ₂₃位 ₀.₀₁₅ ［*］
言及なし ₂₅₇ ₂.₀₀₁



































































し（第 ₂ 段階）、その中で具体的な宣告刑を決する（第 ₃ 段階）のである。第 ₂ 段階と第
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